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対象期間  2025年4月1日～2026年3月31日（一部に上記期間外の情報も含んでいます）
対象組織 カルビー株式会社およびグループ会社
発行時期 2026年9月

文中の会社名の表記について
本報告書における「カルビー」「当社」はカルビーグループを、「カルビー（株）」はカルビー株式
会社単体を指します。

参考にしたガイドライン
経済産業省「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」

将来の見通しなどに関する記述
本報告書には、カルビーの過去と現在の事実だけで
なく、発行日時点における計画や見通しなどの将来
予測が含まれています。この将来予測は、記述した時
点で入手した情報に基づいた判断であり、今後のさま
ざまな要因によって、将来の事業活動の結果や事象
が予測とは異なったものとなる可能性があります。

情報開示体系
本報告書は、カルビーの価値創造の観点から、財務・非財務情報の中で重要性の高い事項
に焦点を当てています。より網羅的な内容については、他の開示媒体をご覧ください。
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編集方針
「統合報告書2026」は、株主・投資家をはじめとするステークホルダーの皆様にカル
ビーの変革を実感し、将来への期待を高めていただくことを目的に発行しています。
CEOをはじめとする経営層がカルビーの今後の成長について自らの考えを語るとと
もに、価値創造のプロセスや成長戦略についても詳細をお示しすることで、持続的成
長に向けた道筋への理解を深めていただける構成としました。初めてご覧になる方に
も分かりやすい誌面を目指し、ステークホルダーの皆様との対話ツールとして活用す
ることで、今後も企業価値の向上に努めていきます。
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